
 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月になると、思い出すのが「令和２年７月豪雨」です。湯浦も含め芦北町全域に

甚大な被害をもたらした災害です。当時、私は佐敷小学校に教頭として勤務して

いました。７月３日～４日かけて、スマートフォンが鳴り響き、大変なことが起きてい

ると感じ、乙千屋川沿いにある妻の実家に電話を入れました。 

「姉ちゃん、もうだめかもしれん」という義弟の声に驚いたのを今でも覚えていま

す。一階に寝ていた義父母は畳の上に水が浸入する瞬間に、義弟の導きで何とか

二階に避難したそうです。翌日から義父母はしばらく津奈木に住むことになり、義

弟家族はしばらくして女島の仮設住宅に入居しました。 

 朝になり学校に行こうとしましたが、冠水や土砂崩れの影響で幹線道路は大渋

滞でした。学校に近づくにつれ周囲に土砂があふれ、信じがたい光景でした。 

 学校はというと、運動場はため池のようになり、土砂が駐車場から玄関を覆って

いました。運動場にあったはずの指令台は、何と、校舎裏の駐車場中央まで流され

ていました。職員室には水がたまり、引き出しの二段目上に水の跡があり、一階教

室の机・椅子はグチャグチャになっていました。 

 それから、集まった人達で片付けを行うこととなりました。二日目には、日曜日に

もかかわらず芦北管内小学校の先生方や教育関係者の皆さんが復旧作業に参

加してくださいました。三日目、四日目と日が進むと、保護者や町内の先生方、ボラ

ンティアなど、様々な人の助けがありました。五日目には県ＰＴＡから重機を入れて

いただき、駐車場が随分ときれいになりました。 

 ９日目には、葦北郡ＰＴＡ連合会の呼びかけで、水俣市、津奈木町、芦北町内の各ＰＴＡをはじめ、諸団体の皆さん

が集結され、何と２００名超の人が力を貸してくださいました。 

 このような、復旧に向けた作業への参加以外にも、全国津々浦々からタオルやランドセルなど大量の物資が届き、

アメリカ合衆国の熊本県人会からは、何と運動会用テント１０張りを提供いただきました。国や県、芦北町からも手

厚い支援と協力をいただきましたし、中でも芦北町教育委員会の皆さんには、被災したご自宅の復旧より学校を優

先されて力を尽くしていだだきました。おかげさまで、半年後の卒業式を佐敷小体育館で行うことができました。 

 人の「助け合う心」が塊となれば、この佐敷小の復旧のような大事も成すことができる、ということを、二年間の復

旧への取組をとおして学びました。 
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重点目標：自分も人も大切に考動（こうどう）する湯小っ子 
    育てたい資質・能力：共感力（やさしく）  探究力（かしこく）  協働力（たくましく） 

第３号 
７月１７日発行 
文責：林 

一歩前進 

令和２年７月豪雨で感じた「助け合う心」の偉大さ 

１学期は、大変お世話になりました。 

 特に、雨を心配した運動会が、さわやかな天気のもと開催できたことを嬉しく思います。準備から片

付けまで保護者・地域の皆様に、たくさん助けていただきました。心より感謝申し上げます。 

 一方、雨の二日間となりました５年生の集団宿泊教室は、雨を吹き飛ばす程の元気で、みんなが笑顔

になれる宿泊教室となりました。「互いに集い、互いに協力し、互いに笑い合う」ことの素晴らしさを十

分に感じてくれたようです。次頁で詳しくお知らせします。 

 今年度から学校便りを地域に配付させていただくこととなり、下田さんや区長様には大変お世話にな

っています。今後も子供たちの活躍の様子を伝えていきたいと考えています。 

「よろしく、お願いします」 

」 

「人を敬い、人を助け、人に感謝する」そんな教育を今後も大切に紡いでいきたいと、強く心に誓いました。 

水害の写真は佐敷小ＨＰ 
に掲載されています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6月18日（木）～19日（金）、梅雨空の二日間となりましたが、
一日目の夕食時も二日目学校到着後も、笑顔があふれている子供たち
の姿があり、充実した二日間の学習となりました。 
 その事実が、子供たちの素直な感想からもうかがえます。 
◎集団宿泊教室で学んだ、思考力や判断力、行動力を学校や家庭で活
かしていきたい。 

◎学校でも、時間を守れるようにしたいと思いました 
◎集団行動の難しさを実感しました。そして、静かに行動し、みんな
で協力することの大切さを学びました。お母さんの有り難さを実感
しました。 

◎仕事で疲れていても、家のことをするお母さんやお父さんの大変さ
が分かりました。これからは、もっとお手伝いをしようと思いまし
た。 

◎「部屋の片付けは、次に使う人のためになること」「話を姿勢よく聞
くこと」「人に対して丁寧な言葉を使うこと」を学びました。 

「友達と一緒が一番！ 」梅雨空に負けない 5年生集団宿泊教室 

この他、ホームページで日々の子供の様子をお伝えしています。よろしかったら、
二次元バーコードからご覧ください。 

 ★最近感動したこと★ 
 先日、サッカーワールドカップにおける日本の戦いが終わりました。日本代表の選手と言えば、日本の
サッカー選手の中でも最も評価されている人達です。その人達が敗戦と同時に泣き崩れる姿を目の当たり
にし、全員が「優勝」という目標に向かって一生懸命に取り組んできたことがよく分かりました。互いに
力を尽くしたからこそ、ブラジルの選手の多くが、日本の選手に声を掛けていました。そして、それを観
戦した世界中の人が感動していました。主催者である国際サッカー連盟の会長は、「まるで決勝戦のよう
だった」と讃えていました。 
 何事もそうでしょうが、目標に向かって直向きに努力する姿は、多くの人を感動させるのだと実感しま
した。そして、「引き続き応援し続けたい」と強く思いました。 

８月～９月の行事等予定 
★8/4(火)～8/6(木)夏休み学習会(希望者：湯浦中) 
●9/1(火)第二学期始業式 ●９/18（金）４年生社会科見学旅行 
●9/24(木)～10/2(金)保護者面談【5時間授業】※詳細は後日お知らせします。 

オーストラリア、ＥＵなど、諸外国
で、ＳＮＳ使用について年齢制限が
決定されたり、検討されたりしていま
す。スウェーデンでは、学力低下や集
中力の欠如を理由に、タブレットやＰ
Ｃを使った授業から紙の教科書を使
った授業へ方向転換したそうです。 
私もスマートフォンを使用していま
すが、休みの日に、気付くとスクリー
ンに目を落としている自分がいます。
いつの間にか、依存しているのでは
ないかと不安になります。 
「芦北町幼保等小中連携における
目指す子ども像系統表」には、次の
とおりあります。 
●夜 9 時以降はＴＶ、ゲーム、スマホ
等を視聴しない。【高学年】 
●インターネットやＳＮＳ等に関して、
その危険性を知り、保護者の管理の
もと「くまもと携帯電話・スマートフォ
ンの利用 5 か条」をしっかり意識し
て、正しくけじめのある利用の仕方
ができる。【高学年・中学校】 

夏休み親子で学んでみませんか？・・・「親の学びオンデマンド講座」 


